
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（32） 壬戌の秋、七月既望、蘇子 客と舟を泛かべ、赤壁の下に游ぶ。……客 洞簫を吹くこと有らば、
倚歌して之に和す、其の声 嗚嗚然として、怨むが如く慕ふが如く、泣くが如く訴ふが如し。
余音 嫋嫋として、絶へざること縷の如し。幽壑の潜蛟を舞ひ、孤舟の嫠婦を泣く。蘇子愀然
として、襟を正して危坐し、而して客に問ひて曰く、「何為れぞ其れ然るや」と。客曰く、「「月
明らかに星稀にして、烏鵲南飛す。」此れ曹孟徳の詩に非ずや。西のかた夏口を望み、東のか
た武昌を望む。山川 相繆
まつは
り、鬱として蒼蒼たり。此れ孟徳の周郎に困しめられし者に非ずや。
方に其れ荊州を破り、江陵を下し、流れに順ひて東するや、舳艫千里、旌旗 空を蔽ふ。酒を
釃ぎて江に臨み、槊を横たえて詩を賦す。固まことに一世の雄なり。而るに今 安くに在りや。……」
と。……
（33） 尾鷲卓彦「歴代の文人たちは「三国志」をどう読んだか」（『文人の眼』第五号　特集　文人たち
の「三国志」　里文出版、二〇〇二年）。
（34） 岩城秀夫「梅花と返魂─蘇軾における再起の悲願」（『日本中国学会報』三〇、一九七八年）。
（35） 黄州の守居の数百歩は赤壁為り。或ひと言ふ、即ち周瑜の曹公を破りし処と。果たして是か
否かを知らず、……。
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（36） 山本和義「蘇軾赤壁賦初探」（『南山国文論集』二、一九七七年）。
（37） 藤田一美「詩作の虚構と意味─蘇軾「前赤壁賦」を手掛かりとして」（『美学』二九 -四、一九七九
年）。
（38） 大江 東去し、浪は千古の風流人物を淘尽す。故塁の西辺、人は道ふ是れ三国周郎の赤壁と。
乱石は空を穿ち、驚涛は岸を拍ち、千堆の雪を捲起す。江山は画の如く、一時に多少の豪傑ぞ。
遥かに想ふ公瑾の当年を、小喬 初めて嫁ぎ、雄姿 英発、羽扇綸巾、談笑の間に強虜は灰飛煙
滅す。
（39） 『文選』巻四十二に、「為曹公作書与孫権」という文書が見える。曹操配下の阮瑀の作で、孫権
に対し共に漢王朝の臣たるべしと説き、劉備と配下の張昭を殺すように勧めている。蘇軾は、
これを踏まえて「擬孫権答曹操書」を書いたのである。
（40） 近藤正則「『孟子』の王覇論及び管仲評価をめぐる北宋諸儒の議論について 」　『東洋文化』復刊
第五八号、無窮会、一九八七年。
（41） 管寧（字は幼安）は、曹操・曹丕・曹叡の誘いを断り在野の臣を称した（『三国志』魏書十一・
管寧伝）。
（42） 蔡京ら新法党の台頭により司馬光を始めとする旧法党人士は「元祐姦党」と括られ、弾圧の対
象となった。蘇軾は紹聖元年に恵州（広東省恵州市）へ、三年後には更に僻地の海南島へと流
される。元符三年（一一〇〇）、蘇軾は大陸への帰還を許されるが、長年の疲れからか、翌年、
その途上で没する。
（43） 蘇軾が孔融に我が身を比したであろうことは、既に金の趙秉文が指摘している。彼は「題東坡
書孔北海賛」にて、「……坡作此賛、実亦自况。元祐之党、僅類党錮。……」と記し、蘇軾の境
遇が孔融に似ていることや、また元祐の旧法党弾圧などの当時の状況が、後漢末の党錮の禁
に似ていることを論じ、同文を「然坡公身愈斥、気愈不衰。坡嘗称太白雄節邁倫、高気蓋世。
余於東坡亦云。」と締めくくって蘇軾の志を高く評価している（金・趙秉文撰『滏水集』巻二十
収録「題東坡書孔北海賛」）。
（44） 近藤正則「『孟子』の王覇論及び管仲評価をめぐる北宋諸儒の議論について 」（前掲）。
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